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公 民

１ 教育課程の編成

(1) 教科の目標を達成するための教育課程編成上の留意事項

教育課程の編成に当たっては、地理歴史科、家庭科及び情報科などとの関連を図り、

教科等横断的な視点から編成することが大切である。（「公共」及び「倫理」は、中学

校社会科及び特別の教科「道徳」並びに特別活動との関連も図ることが大切である。）

(2) 各教科・科目における標準単位数や履修における順序性等

ア 科目の構成等

イ 同一年次での履修等

ウ 標準単位数の増減

(ｱ) 「公共」は原則として標準単位数よりも減じることはできない。

(ｲ) 「倫理」及び「政治・経済」は原則として標準単位数よりも単位を減じることは

できない。ただし、生徒の特性や学校の実態等に応じてやむをえない場合などには

減じることができるが、履修に無理のないように単位数を定めること。

(ｳ) 増単については、生徒の実態等を考慮し、生徒の学習内容の習熟の程度などから

判断し、時間をかけてその習熟を図るため、特に必要がある場合には可能である。

(3) 特色ある教育課程の編成

特色ある教育課程の編成に資するよう、生徒や学校、地域の実態等に応じて学校設定

科目を設けることができる。設定する場合は、公民科の目標に基づき、名称や目標、内

容、単位数等を定める必要がある。また、義務教育段階の学習内容の確実な定着を図る

ことを目的とした学校設定科目は、必履修科目を履修する前に履修させるよう配慮する

ことが大切である。

科 目 標準単位数 履修の条件

公 共 ２単位 ・必履修科目は「公共」である。
倫 理 ２単位 ・「公共」は原則として入学年次及びその次の年次のうちに履修する。
政治･経済 ２単位 ・「倫理」及び「政治・経済」は「公共」を履修後に履修する。

【教科等横断的な視点の例】

○ 公民科に属する科目相互の有機的な関連
を図り、内容の不必要な重複がないよう
留意する。

○ 「地理総合」及び「歴史総合」などの目標
における各科目の趣旨に十分配慮する。

○ 家庭科の内容のうち、｢自助｣、｢共助｣、
｢公助｣の重要性、消費行動における意志決
定や契約の重要性、ライフスタイルと環境
などに関する部分との関連を図る。

○ 情報や情報技術を活用して問題を発見・解
決する技法、情報に関する法規や制度、情報
社会における個人の責任、情報モラルなどに
関する部分との関連を図る。

同一年次において年度の最初から、「公共」と「倫理」または「政治・経済」を並行
で履修するといった教育課程の編成は不適切である。

年度の最初から並行履修

学期の区分等に応じて、履修の順序性を遵守した上で、「公共」を履修した後に、「倫
理」または「政治・経済」を同一年次で履修することは可能であるが、「倫理」及び「政
治・経済」が、「公共」で働かせた見方・考え方を基に、課題を追究したり解決したり
する学習を重視していることを踏まえると、「公共」は、年間を通じて学習させること
が望ましい。

学期の区分等に応じた履修
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２ 指導計画の作成と内容の取扱い

(1) 指導計画作成に当たっての配慮事項

指導計画の作成に当たっては、単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で

育む資質・能力の育成に向けて、主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにするこ

とが求められている。

その際、科目の特質に応じた見方・考え方を働かせ、社会的事象の意味や意義などを

考察し、概念などに関する知識を獲得したり、社会との関わりを意識した課題を追究し

たり解決したりする活動の充実が求められている。

また、内容の取扱いに当たっては、次の４点に配慮すること。

(2) 他者と協働して主題を追究したり解決したりする活動

「公共」（大項目Ｂ）においては、現実社会の諸課題に関わる具体的な学習上の課題

を「主題」として、生徒の学習意欲を高める具体的な問いを立て、協働して主題を追究

し解決することを重視している。大項目Ｂの「主題」と「問い」の例を次に示す。

(3) 単元の指導計画作成上の留意点

１回の授業で全ての学びを実現するのではなく、単元や題材など内容や時間のまとま

りの中で、学習を見通し振り返る場面やグループなどで対話する場面を計画的に設定し、

【「公共」大項目Ｂ「自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たち」の「主題」と「問い」の例】

次程 主題を設ける事柄や課題 「問い」の例

第１次 法や規範の意義及び役割 ・法やルールを定めるときに、どんなこと

を考慮する必要があるのだろうか。

・法によって解決することが適切なのは、

どのような問題だろうか。

第２次 多様な契約及び消費者の権利と ・契約の内容などに問題がある場合は、ど

責任 のように解決したらよいのだろうか。

・なぜ、契約自由の原則には例外が存在す

るのだろうか。

第３次 司法参加の意義 ・国民が裁判に参加することには、どのよ

うな意義があるのだろうか。

・なぜ、犯罪と刑罰を予め法律で定めてお

く必要があるのだろうか。

第４次 政治参加と公正な世論の形成、 ・政治に参加することには、どのような意

地方自治 義があるのだろうか。

・少数者の意見を尊重するためには、どう

したらよいのだろうか。

小学校及び中学校で習得

した知識などを基盤と

し、大項目Ａ「公共の

扉」で身に付けた選択・

判断の手掛かりとなる考

え方や、公共的な空間に

おける基本的原理を活用

して追究したり解決した

りする学習を行うことに

なる。

大項目に示された「主

題」ごとに、具体的な

「問い」を立て、生徒

の日常の社会生活と関

連付けながら具体的な

事柄を取り上げて指導

する。

幸福、正義、公正などに着目して、他者

と協働して「主題」を追究したり、解決

したりする。

「主題」を学習する順序

を工夫したり、生徒の日

常生活と関連付けながら

具体的な事柄を取り上げ

たりする。

① 考察、構想したことを論理的に説明したり、議論

したりするなどの言語活動に関わる学習を一層重視

② 調査や諸資料から様々な情報を効果的に収集し、読
み取り、まとめる技能を身に付ける学習活動を重視

③ 社会的事象については、多様な見解のある事柄、
未確定な事柄を取り上げる場合は、生徒が多面的・
多角的に考察したり、事実を客観的に捉え、公正に
判断したりすることを妨げることのないよう留意

④ 情報の収集、処理や発表などの際に、学校図書館
や地域の公共施設などを活用するとともに、コンピ
ュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を積
極的に活用
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全ての学びの実現を図ることが重要である。そのことを踏まえ、単元の指導計画例及び

留意点を次に示す。

科目名 単元名
倫理 人間としての在り方生き方の自覚

１ 単元の目標
・幸福、愛、徳などに着目して、人間としての在り方生き方について思索するための手掛か
りとなる様々な人生観について理解する。その際、人生における宗教や芸術のもつ意義に
ついても理解する。

・善、正義、義務、真理、存在などなどに着目して、世界と人間の在り方と人間としての在
り方生き方について思索するための手掛かりとなる様々な倫理観について理解する。

・古今東西の先哲の思想に関する原典の日本語訳などの資料から、人間としての在り方生き
方に関わる情報を読み取る技能を身に付ける。

・自己の生き方を見つめ直し、自らの体験や悩みを振り返り、他者、集団や社会、生命や自
然などとの関わりにも着目して自己の課題を捉え、その課題を現代の倫理的課題と結び付
けて多面的・多角的に考察し、表現する。

・古今東西の先哲の考え方を手掛かりとして、より広い視野から人間としての在り方生き方
について多面的・多角的に考察し、表現する。

・人間としての在り方生き方に関わる事象や課題について主体的に追究したり、他者と共に
よりよく生きる自己を形成する。

２ 単元の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

・幸福、愛、徳などに着目して人間と ・自己の生き方を見つめ直し、 ・人間としての在り方生

しての在り方生き方について思索 自らの体験や悩みを振り返 き方に関わる事象や

するための手掛かりとなる様々な り、他者、集団や社会、生 課題について主体的

人生観について理解している。そ 命や自然などとの関わりに に追究したり、他者

の際、人生における宗教や芸術の も着目して自己の課題を捉 と共によりよく生き

もつ意義についても理解している。 え、その課題を現代の倫理 る自己を形成しよう

・善、正義、義務、真理、存在などに 的課題と結び付けて多面的 としている。

着目して世界と人間の在り方と人 ・多角的に考察し、表現す

間としての在り方生き方について ることができる。

思索するための手掛かりとなる様 ・古今東西の先哲の考え方を手

々な倫理観について理解している。 掛かりとして、より広い視

・古今東西の先哲の思想に関する原典 野から人間としての在り方

の日本語訳などの資料から、人間 生き方について多面的・多

としての在り方生き方に関わる情 角的に考察し、表現するこ

報を読み取る技能を身に付けてい とができる。

る。

３ 指導と評価の計画（18時間）
指導項目 問い・学習活動 知 思 態 評価の場面・留意事項

第１次 古代ギリシ ○ ○ 【知】定期考査
（７ 時 間 ） アから近代ま 【態】ワークシート
１～７ での思想

・先哲の基本的な考え方について理解
・問いに対する自分の意見を論理的、
批判的に考察するとともに、異なる考
えを持つ他者と対話

単元の学習内容に見
通しをもち、自らの学
習を調整しながら、粘
り強く学ぼうとする。

学びの重点化を図るために、単元を通して、授業のテーマ及び課題ごとに、家庭学習用動画教材を配信する。

各学校における教育課程は、「当該学校の教育目標の実現
を目指して設定する」（解説：総則編P51）ことから、学校教
育目標と教科指導との関連が明確になるよう表記を工夫。

学 校 教 育 目 標 ( 卒 業 ま で に 身 に 付 け さ せ る 資 質 ・ 能 力 ) と の 関 係

分析力 思考力

発信力

傾聴力

主体性

自己を肯定する姿勢

創造性

傾聴力

単元の学習内容に見通しを
持たせるため、「単元を貫く
問い」を設定し、自らの学習
を調整しながら、粘り強く学
ぶようにする。

内容のまとまり

良識ある公民としていかに在るべき
か、いかに生きるべきか

【単元を貫く問い】
人間は自らの人生をどう生きればよいか、
生きることの意味は何か



指導項目 問い・学習活動 知 思 態 評価の場面・留意事項

第２次 キリスト教 ○ ○ 【思】ワークシート
（２ 時 間 ） 【態】資料アンケート
８～９ 授業アンケート

・キリスト教の人間観について理解
・「神の愛」「隣人愛」について思索し、
人間としてのより良い生き方について
思索

第３次 イスラーム ○ ○ ○ 【知】定期考査
（２ 時 間 ） 仏教 【思】ワークシート
10～11 【態】資料アンケート
第４次 ・イスラム教の教え（法律、政治、経済、 授業アンケート
（２ 時 間 ） 社会生活等の規範）について理解

12～13 ・共同体の在り方や人間相互のつながり
について思索

第４次 仏教 ○ ○ 【思】ワークシート
（２ 時 間 ） 【態】資料アンケート
12～13 授業アンケート

・人生における不安や苦は、いかにして
生まれるかについて理解

・慈悲の教えについて理解
・生命の大切さや人間としてどう生きれ
ばよいかについて思索

第５次 儒教 ○ ○ 【態】資料アンケート
（２ 時 間 ） 授業アンケート
14～15 【知】定期考査

・人間についての見方や、望ましい人間
関係を築きながらどのように社会生活
を送るかについて思索

・人間についての深い洞察や共感的理解
の重要性について理解

第６次 芸術家とそ ○ ○ 【知】定期考査
（３ 時 間 ） の作品 【思】ワークシート
16～18

・自分自身の内面には美を求める心があ
ること、それが人生を豊かにするもの
であることを理解

先哲が探究した課題を考
察したり、芸術家が作品に
込めた問いかけを探究し
たりしながら、人間としての
在り方生き方について思
索を深める。

「主体的・対話

的で深い学びの

実践事例」

（Ｐ８に掲載）

・単元を構成する項目ごとに観点を
設定し、評価の重点化を図る。
・単元全体を通してバランスよく三
観点の評価場面を設定することが大
切。
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「社会的事象の地理的な見方・
考え方」を生徒が働かせ、鍛える
ためには、適切な「主題」や「問
い」を立て、それらを中心に構成
した学習活動の実施が必要。

【学びの重点化】グループワー
クに重点を置くため、事前に動
画（道教委online学習サポート
サイト）を家庭で視聴。

単元を貫く問いの答えを考
えることで、単元の学習内容
を振り返る。

科目名 単元名

政治・経済 現代日本における政治・経済の諸課題の探究

１ 単元の目標
社会的な見方・考え方を総合的に働かせ、他者と協働して持続可能な社会の形成が求めら

れる現代日本社会の諸課題を探究する活動を通して、課題の解決に向けて政治と経済とを関
連させて多面的・多角的に考察、構想し、よりよい社会の在り方についての自分の考えを説
明、論述する。

２ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・社会的な見方・考え方を総合的 ・現代日本における政治・
に働かせ、他者と協働して持続 経済の諸課題について、
可能な社会の形成が求められる 国家及び社会の形成者と
現代日本社会の諸課題を探究す して、よりよい社会の実
る活動を通して、課題の解決に 現を視野に、主体的に追
向けて政治と経済とを関連させ 究しようとしている。
て多面的・多角的に考察、構想
し、よりよい社会の在り方につ
いての自分の考えを説明、論述
している。

内容のまとまり

キリスト教では人間をどのように捉え、ど
のように生きることを指し示しているか

仏教では人間をどのように捉えているか、
どのように生きることを目指しているか

儒教では人間をどのように捉えているか、
どのように生きることを目指しているか

芸術とは何か、芸術が人生や社会に与え
る影響はどのようなものか

「単元を貫く問い」について、授業で学習し

た内容を踏まえ、ワークシートに答えを表現

イスラームでは社会の中で人間がどのよ
うに生きることを指し示しているか
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主体性

自己を肯定する姿勢

創造性

３ 指導と評価の計画（21時間）
指導項目 問い・学習活動 知 思 態 評価の場面・留意事項

第１次 少子高齢社 〇 【思】ワークシート
（５ 時 間 ） 会における社
１～５ 会保障の充実

と安定化

・上記を対照させ分析
第２次 地域社会の 〇 【思】レポート
（４ 時 間 ） 自立と政府
６～９

【調べる】
・自らが居住している地域社会が高度経
済成長期以降どのように変化してきた
のか調査・分析

・レポートを作成
第３次 多様な働き 〇 【思】レポート
（４ 時 間 ） 方・生き方を
10～13 可能にする社

会

・上記を対照させレポートを作成
第４次 産業構造の 〇 【態】レポート
（４ 時 間 ） 変化と起業
14～17

・上記を対照させレポートを作成
第５次 歳入・歳出 〇 【思】レポート
（４ 時 間 ） 両面での財政 【思】定期考査
18～21 健全化

・上記を対照させレポートを作成

・本単元で生徒が特に重要であると考え
た課題及び解決の方向性等について定
期考査で論述

【学びの重点化】
家庭学習でワークシートをまとめ、
授業のテーマ及び課題に対する解
決のための仮説を立て、解決方法
を検討する。

「各学校における教育課程は、当該学校の教育目標の実現を目指し
て設定する」（解説：総則編P51）ことから、学校教育目標と教科指
導の関連が明確になるよう表記を工夫すること。

学 校 教 育 目 標 ( 卒 業 ま で に 身 に 付 け さ せ る 資 質 ・ 能 力 ) と の 関 係

分析力 思考力

発信力

傾聴力 傾聴力

共助及び公助自助

【探究の観点】
真に豊かで持続可能な福祉社会の
実現という観点から探究する。

【探究の観点】
年齢で区分せずに能力や意思が
あれば働き続けられる雇用環境の
整備、仕事と生活の調和（ワーク・
ライフ・バランス）の観点などから
探究する。

労使協調などにより
雇用の安定を確保
するという考え方

労使の新しい関係な
どにより労働力を効
率的に活用するとい
う考え方

【探究の観点】
企業の規模や新たな起業による
社会全体の利益、消費者、労働
者の利益などの観点から、経済活
動の具体的な成果に関わって探
究する。

経済の安定化のた
めの政府による保
護育成の立場

規制緩和をさらに進
める自由化の立場

今日見られる福祉
国家の在り方の維
持と安定を重視しつ
つ財政健全化を進
める考え方

今日見られる福祉国
家の在り方を見直
し、財政健全化を進
める考え方

【探究の観点】
歳入や歳出についての見直し、国
民生活や福祉の向上、経済活動
の活性化、世代間の公平性などの
観点から探究する。

単元を貫く問いの解を考えること
で、単元の学習内容を振り返る。

対 照

対 照

対 照

対 照

【単元を貫く問い】
よりよい社会の実現のために私たちは何が
できるのだろうか。

真に豊かで持続可能な社会の実現のためには、
自助、共助及び公助のどちらがよいのだろうか。

地域社会が特色を生かしながら自立し、住民
生活が向上していくために、どのような政策や
制度が必要だろうか。

仕事と生活の調和（ワークライフ・バランス）を保
ち、多様な働き方・生き方を選択できる社会の
ために必要なことは何だろうか。

日本の産業と中小企業の在り方は、政府
による保護育成と自由化のどちらがよい
のだろうか。

歳入・歳出両面を見直し、財政健全化を
どのように進めたらよいか。

「単元を貫く問い」について、授業で学習した

内容を踏まえ、定期考査で答えを表現
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３ 主体的・対話的で深い学びの実践例

新学習指導要領に定められた内容を踏まえるとともに、主体的・対話的で深い学びの実

現に向けた効果的な指導を行うため、学習活動の重点の置き方に工夫をした、「倫理」及

び「政治・経済」の実践例を示す。

(1) 学びの重点化を図った「倫理」の実践事例

◆ 単元の指導計画（例）

単 元 名 人間としての自覚

単元の目標 人生における哲学、宗教、芸術のもつ意義などについて理解させ、人間の存在や価値に関わる課題について思索

させることを通して、人間としての在り方生き方について考えを深めさせる。

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解

評価規準

次程 学習内容と問い

評価の観点

関 思 技 知

○

第１次 ○

○

第２次（本時） ○ ○

第３次 ○

◆ 学びの重点化を図った効果的な学習指導（例）

前 時 ○次回の授業のテーマ及び課題を提示する。

○ＱＲコードが印刷されたプリントを配付する。

家庭学習 ○動画「イエスの思想」（ＱＲコード読取）を視聴し、

イエスの基本的な考え方を理解させる。

○資料「隣人愛」を読み、アンケートや読解問題（ＱＲ

コード入力）に取り組むことで自己理解を促す。

授 業 ○アンケート結果や読解問題の解答結果をもとに、ペア

ワーク等を通して「隣人愛」の意義について考察する。

評 価 ○ワークシートの記述内容を評価する。

○授業後、「授業アンケート」（ＱＲコード入力）を配付し、

生徒に入力させる。

※動画を視聴させる際は、道教委「Online学習サポートサ

イト」（右）を活用することが可能。

http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/douga/index.html

評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料（国立教育政策研究所）参照のこと

【学習内容】「自然哲学者」「ソフィスト」の思想等について考察する。

【問い】自然哲学者とソフィストのどちらが現代社会に通用するか。

【問い】プラトンは、ソクラテスのどのような考えに影響を受けたか。

【学習内容】ソクラテスとプラトンの思想のつながりと相違点を理解する。

【問い】アリストテレスの思想は、私たちの生活のどのような場面に役立つか。

【学習内容】アリストテレスのいう「中庸」や「友愛」について考察する。

【問い】「隣人愛」の思想は、高校生活のどのような場面に役立つか。

【問い】イスラームが世界に広まっている理由は何か。

【学習内容】イスラームの成立や信仰の特徴について理解する。

【学習内容】「アガペー」「隣人愛」などキリスト教の教えについて考察する。

【留意点】
○ＩＣＴ活用のための環境が整っていない生徒は、資料ア
ンケートや読解問題を記載したワークシートを配付。

【学びの重点化】

・事前学習として動画等を準備し、生徒が家庭

で予習する。

・問いを見いだす活動や、個人の答えをグルー

プで話し合いまとめていく活動に重点を置く

ことを重視した授業を実施する。

※家庭で視聴できる環境が整っていない生徒に

は、学校で視聴できるようにするなど配慮す

る。
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u １単位時間の指導と評価の計画（例）

◆ ワークシートの活用（例）

○授業ワークシート

【問い】「隣人愛」は、高校生活のどのような場面で役立つだろうか。

具体的な場面をイメージして自分の言葉で書いてみよう。

○評価方法の例 ※以下の３段階を規準にして評価します。

Ａ 説明のために必要な根拠が十分に示されている。

Ｂ 説明のために必要な根拠に不足が見られる。

Ｃ 説明のために必要な根拠が乏しい。

◆「授業に関するアンケート」の活用

◆ 「授業に関するアンケート」の活用（例）

○「授業に関するアンケート」のレーダーチャートを作成する。

（Ａ高等学校「倫理」選択者31名の実践をもとに作成)

○授業改善の視点例

（改善の視点）「２」から、「自

分に必要な力が見に付いている

か」について、学ぶ意義が生徒

に浸透していない→各単元を学

ぶ意義について理解を深める取

組が必要である。

（継続の視点）「５」から、授

業での話し合い（ペアワークな

ど）や自分の考えを表現する場

面（ワークシートなど）の設定が生徒に浸透しつつある→取組を継続する。

１ 本時の目標
(1) 資料の読み取りを通して、イエス＝キリストが教える「隣人愛」

について理解する。
(2) 「「隣人愛」は、高校生活のどのような場面に役立つだろうか」

という問いをもとに、「隣人愛」の意義について考察する。

２ 本時の展開（全10時間予定の４時間目）
過程 学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意点

導入 ○アンケ ○「アンケート、読解問題の集 ○アンケート結果につい

ート・ 計結果をどう思うか」につい て、表の見方を解説し、

読解問 て、ペアワークに取り組む。 ペアワークの取組を促

題集計 す。

結果

展開

○律法の ○イエスの思想の概要（律法の ○イエスが批判した形式

内面化 内面化、神の愛（アガペー）） 化した律法の考え方に

○神の愛 について説明を聞く。 ついて、日常生活の具

（アガ ○資料「隣人愛」の内容をより 体的な事例を用いて理

ペー） 理解するため、ペアワークに 解を促す。

○資料 より読み取った内容を説明し ○「隣人愛」を、神の愛

「隣人 合う。 （アガペー）から導か

愛」 ○神の愛（アガペー）と「隣人 れている考えから捉え

愛」は、どの程度関連するか させる。

ペアワークで互いの意見を交

換する。

まとめ ○ワーク ○ワークシートの問いに取り組 ○ＱＲコードを利用して

シート み、「隣人愛」の意義について 「授業アンケート」に

考察する。 回答するよう指示する。

【問い】「隣人愛」は、高校生活のどのような場面で役立つだろうか。

○「授業に関するアンケート」項目は、以下のとおり。

１ この授業では、授業のポイント（「本時の問い」や

「学習のねらい」）が分かりりやすく示されている。

２ この授業を通して、自分に必要な力が身に付いている

と感じる。

３ 授業に意欲的に取り組めるような工夫を感じる。

４ この授業を通して、新たな知識や技能を獲得している

と思う。

５ この授業では、学んだことを用いて自分で考え、その

考えを表現する機会がある。

６ この授業では、生徒同士が話しあったり、互いに意見

を交換する機会がある。

７ この授業では、授業や単元（一つのまとまった内容）

を振り返る機会が用意されている。

８ この授業では、自分の学びが妥当に評価されている

と思う。

○ ワークシートの評価は、評価の作業時間が膨大にならな

いよう留意する必要がある。また、何を目的とするものか

を明らかにして評価規準を設定する必要がある。

具体的には、評価の実施回数（毎時間か単元ごとか）や

評価の種類（知識の定着を測る評価、生徒の学習状況を把

握する評価、教員の授業改善に資する評価等）の視点が挙

げられる。

○ 実践例で示した「評価の方法の例」は、生徒の学習状況

を把握する視点によるもの。

〈ＩＣＴを活用した学習活動のポイント〉
○動画「イエスの思想」を通して、神の愛（アガペー）
など基本的な考えを理解します。

○資料集「隣人愛」を読み取り、アンケート及び読解問
題に取り組みます。

○以下のＱＲコードを使って、それぞれにアクセスして
取り組みます。
「動画」イエスの思想 入力フォーム「隣人愛」

「授業の展開場面の工夫」

○ 隣人愛の思想は、神の愛（アガペー）との関連で捉える

ことの重要性を指摘し、資料の読み取りの背景にあるイエ

スの考え方のベースを明確にする。

○ 「本時の問い」は、人間の在り方や生き方について、自

分の言葉で表現することがねらいであることを生徒に理解

させる。

〈ＩＣＴを活用した学習活動のポイント〉
入力フォーム「授業に関するアンケート」

○ 「授業アンケート」のデータを利用
しＰＤＣＡサイクルで授業改善のため
の生徒の理解度を把握する。

○ レーダーチャートを用いて分析しや
すい形式に加工する。

○ ワークシートでは「問い」を明示する。生徒は「問い」

を通して本時のねらいを把握することができる。

○ ワークシートに取り組ませる際は、考察したことを自分

の言葉で表現させることが大切である。学んだ内容を踏ま

えて自分の言葉で記述できている生徒は、理解が深まって

いる証拠である。
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(2) 学びの重点化を図った「政治・経済」の実践事例

◆ 単元の指導計画（例）

単 元 名 現代社会の諸課題 ア 現代日本の政治や経済の諸課題（全６時間）

単元の目標 政治や経済などに関する基本的な理解を踏まえ、持続可能な社会の形成が求められる現代社会の諸

課題を探究する活動を通して、望ましい解決の在り方について考察を深めさせる。

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解

評価規準

次 程 学習内容と「問い」
評価の観点

関 思 技 知

第１次

○ ○

（本時）

○

第２次

○

第３次

◆ 学びの重点化を図った効果的な学習指導（例）

前 時 ○次回の授業のテーマ及び課題を提示する。

○ワークシートを配付し、議論のテーマを予告する。

家庭学習 ○教科書や資料集、インターネット等を活用してワーク

シートの学習課題を調べる。

○ワークシートをもとに自助、共助及び公助の考え方を

理解させる。

○得られた情報をもとに自分の考えをアンケートに入力

する。※ＩＣＴを用いたアンケート機能を活用。

授 業 ○アンケート結果をもとにグループワークを行う。

○グループの意見を発表するとともに、自分の考えをま

とめる。※課題解決のための仮説を立てる。

評 価 ○ルーブリックによる学習到達度評価を行う。

○ワークシート等により、家庭学習の状況及び成果を把握する。

【学習内容】少子高齢社会と社会保障について探究し、家族、介護、雇用、医療など様々な

面から調べ、その解決のための方法について考察する。

【問い】今後の社会保障は、「自助」、「共助」、「公助」のうち、どの立場を
とるべきか。

【問い】地域社会が特色を生かしながら自立し、住民生活が向上していくため

に、どのような政策や制度が必要だろうか。

【学習内容】地域社会の変貌と住民生活について探究し、地域の政治や経済の動きが住民の

生活にも深く関わっていることを理解する。

【問い】仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を保ち多様な働き方・

生き方を選択できる社会のために必要なことは何だろうか。

【学習内容】雇用と労働を巡る問題について探究し、非正規労働者、女性や若年者等の雇用

や労働問題などの課題について、諸資料をから読み取り表現する。

評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料（国立教育政策研究所）を参照のこと

【学びの重点化】

・授業時間に、ディスカッションを通じて、

思考力・判断力・表現力等を育むことを

重視

・時間を十分に確保するため、ワークシート

を配付し、ディスカッションの内容と議論

のテーマを予告

【ＩＣＴ等の活用】

生徒は、ワークシートに基づき単元を振り

返り、授業中にもっと深く知りたいと思った

ことなどをインターネットなどを利用してま

とめる。

また、ディスカッションに活用できそうな

データや諸資料なども各自で収集・整理し、

テーマに沿った自分の考えを構築する。
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u １単位時間の指導と評価の計画（例）

◆ ワークシートの活用例

１ 少子高齢化に関する以下のキーワードをまとめよう。

（諸外国の社会保障制度、教科書に書いてある重要語句等を

調べる。）

２ 少子高齢化の影響について、まとめよう。

（今後、労働力需給や経済成長に大きな影響がある点、医療

や年金など社会保障費の財政負担が増える点等、次のまとめ

に関わる内容をまとめる。）

３ 今後の社会保障の在り方について、「自助」、「共助」、「公

助」の立場を踏まえ、自分の考えを書きなさい。

◆ 評価問題（パフォーマンス課題）等（例）

＜問い＞

日本においては、少子高齢化が進行しており、現在から

５年後の2025年には、国民の３人に１人が、65歳以上と

なることが予測されています。

そこで、あなたが国会議員になったとして、この予測を

踏まえ、どのような施策を実施しようと考えますか、授

業で学んだ内容を踏まえ、根拠を用いて書きなさい。

【思・判・表】

〈「家庭学習及び授業のまとめに関するアンケート〉
Googleフォームで作成

１ 本時の目標
(1) 真に豊かで持続可能な福祉社会の実現という観点から、「自助」、「共

助」、「公助」による社会保障の考え方を比較して考察する。
(2) 他者と協働し、持続可能な社会の形成に向けた取組を構想する。

２ 本時の展開（全２時間予定の１時間目）

過程 学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意点

導入 ○家庭学 ○事前課題（ワークシート及び ○本時の見通しをもたせる。

（5分） 習の振 アンケートを確認する。

り返り

展開 ○「自助」、「共助」、「公助」に

(40分) よる社会保障の考え方を比較

させ整理する。

○今後の ○アンケート結果を共有する。 ○家庭学習でのアンケート

社会保 ○ワークシートを基にグループ 結果を提示し、見方を解

障の在 で「自助」、「共助」、「公助」 説する。

り方に による望ましい社会保障の在 ○調べてきた諸外国の社会

ついて り方について話し合う。 保障の考え方を活用する

○グループの考えをまとめる。 よう促す。

○グループの意見を発表する。 ○授業の前後で考えに変化

があったか、問いかける。

○最後にもう一度アンケー

トに答えるよう指示する。

まとめ ○今後の ○本時での新たな気付きや疑問 ○新たな気付きや、さらに

（5分） 社会の 点等をワークシートに記入す 調べたい内容など、発展

在り方 る。個人で取り組んだ後、グ 的な学びとなるよう工夫

につい ループで共有する。 する。

て ○評価問題に取り組む。

【問い】今後の社会保障は｢自助｣、｢共助｣、｢公助｣、どの立場をとるべきか。

○ 無料で使用することができるアンケートの

フォームについては、「Googleフォーム」、

「Mentimeter」等がある。

○ 今後の少子高齢化及び社会保障についてま

とめる際、生徒の社会的な見方・考え方を働

かせるように留意することが大切。

○ ここでは「自助」、「共助」、「公助」そ

れぞれの立場を比較して考察する学習を例示

しているが、生徒の実態に応じて、課題の設

定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現

などの探究的な学習を展開することも考え

られる。その際、整理・分析は、家庭学習で

行い、まとめ・表現は学校で行うなどの重点

化を図ることも可能である。

○ 持続可能な社会について、他者と協働して

考察する活動は、新科目「公共」や「政治・

経済」においても学習する。

【評価規準（ルーブリック）の例】

Ａ 少子高齢化の課題を踏まえ、社会保障

に関する施策について、自分の立場を明

確にしながら根拠に基づき具体的に論じ

ている。

Ｂ 少子高齢化の課題を踏まえ、社会保障

に関する施策について、根拠に基づき論

じている。

Ｃ 少子高齢化の課題が踏まえられておら

ず、根拠も論じられていない。

○ 探究的な学習課題として、例えば、「世代

間の公平性を確保する受益と負担の均衡」、

「子育て支援や教育費の支援と生活保障」な

ど、生徒の将来に直面する課題を設定し、生

徒が自分の考えを説明、論述できるテーマを

設定して探究することが考えられる。

○ 持続可能な社会保障の在り方について様々

な立場を踏まえ、広い視野から自分の考えを

説明、論述できることが重要である。



国家・社会の形成者としての意識を醸成するためには、グローバルな視点で国家的な課題な
どを知ることと同様に、ローカルな視点で身近な社会の課題などを知ることも重要である。
身近な社会の課題を知り、地域の構成員の一人としての意識を育むためには、学校だけでな

く、地域資源を活用した教育活動・体験活動や、子どもが地域行事などについて、単なる参加
者ではなく、主催者の一人として参画し、主体的に関わる機会など意図的に創出していくこと
が必要である。
ここでは、生徒が地域の課題に目を向け、自らその解決策を構想するため、公民科及び

総合的な探究の時間を中心として教科等横断的に取り組んだ主権者教育の実践例を示す。
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◆教科等横断的な主権者教育の実践例（２学年「総合的な探究の時間」年間指導計画例（一部） ◆実践のポイント

時期（月） 単元・項目 学習内容 担当教科・関係機関等

前 期 開 始 「オリエンテーション」 探究学習の説明 【総合的な探究の時間】

・探究学習の意義を理解

５ 月 以 降 「探究基礎学習」 町の特産品のＰＲ活動 【総合的な探究の時間】

～“考える技法”の理解～ ・特産品の理解 【地理歴史科】

・新たなスイーツの考案 【家庭科】

・試作品の製造 町役場、観光協会、

農協

夏季業後 「課題の設定」 議会等傍聴 【公民科】

・議会の役割の理解 町議会事務局

・議員との意見交換

・議会議論の把握

課題の設定

・議会議論を手がかりに課題 【公民科】
を設定 【総合的な探究の時間】

グループワーク 町議会事務局

・リサーチクエスチョン設定

・仮説の立案

・検証のための手立てを検討

フィールドワーク

1 1 月以降 「情報の収集」 ・検証のためのデータ収集

グループワーク

冬季休業後 「整理・分析」 ・データを整理、分析して解 【総合的な探究の時間】

決策を立案 学校運営協議会委

２ 学 年 「まとめ・表現」 発表・まとめ 員が参加

・１学年の生徒も参加

（次年度の動機付け）

◆学習のポイント（「学びの重点化」の視点）

議会傍聴前 ○ 「公共」や「政治・経済」等において、議会傍聴前に次の内容について重点化して学習する。

・地方自治の本旨である団体自治、住民自治の考え方

・選挙権年齢が満18歳以上に引き下げられた趣旨、選挙の意義、政治的無関心が与える危険性

・主権者として良識ある公正な判断力等を身に付けることの重要性

議 会 傍 聴 ○ 議会傍聴前の学習を踏まえ、議会で議論された事例を考察するとともに、探究課題を設定する。

※自らが探究したい地域の課題や「問い」の設定

議会傍聴後 ○ 地域社会の課題解決に必要な情報を適切かつ効果的に収集、整理・分析し考察、解決策を構想する。

※探究課題の解決に取り組み、主権者として必要な資質・能力を育成

教育課程の中核として位置付けた

「総合的な探究の時間」を活用し、

各教科・科目と関わりを意識して主

権者教育の充実を図ることが重要で

ある。

今後の探究活動に向け、身近な生活に

関わる課題について考察し、解決を図

るなど、探究の手法を学ぶ。

新科目「公共」や「政治・経済」で

得た知識及び技能を活用するほか、

議会の傍聴等を通して学んだことを

もとに、探究したい具体的な課題や

「問い」を設定し、仮説を立てる。

学校に関わる方々の協力を得て議論

を行うことも考えられる。

発表することのみを目的とせず、探

究学習の振り返りを行うことによ

り、新たな課題を発見するなど、次

の学びにつなげていく。

関連する教科・科目等の学習で学ん

だことを生かして考察するよう働き

かける。

学びの

重点化

副教材『私たちが拓く日本の未来』

の実践編「地域課題の見つけ方」を

活用する。

市町村議会事務局等と連携して議会

傍聴等を行うほか、北海道議会が発

行している高校生向け議会広報紙

『みんなの道議会』等の資料を活用

することも考えられる。北海道議会

ＨＰ（http://www.gikai.pref.hokkaido.l
g.jp/Contents/kids/minnanodougikai.ht
m）を参考。

【問い】地域の活性化のために私たちはどのように関わり、主権者として持続可

能な社会づくりの主体となればよいのか。

教科等横断的に取り組む「主権者教育」の推進

◆留意点

対立する見解がある政治等の課題を取り扱うことは、生徒が現実の社会について具体的なイメージを育むことに役立つなどの

効果が考えられますが、一方で学校は、政治的中立性を確保する必要があることから、次の点に留意して行うことが重要です。

○ 一つの結論を出すよりも結論に至るまでの冷静で理性的な議論の過程が大切であることを理解させること。

○ 生徒の考えや議論が深まるよう様々な見解を提示することが重要であること。

○ 特定の事柄を強調しすぎたり、一面的な見解を十分な配慮なく取り上げたりするなど、特定の見方や偏った取扱いとな

らないよう指導する必要があること。

参考資料 『私たちが拓く日本の未来』総務省・文部科学省（http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shukensha/1362349.htm）

議会を傍聴する学習をもとに、生徒

自身が身近な生活に関わる課題を設

定し、解決策を考察する。

Topic


